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議会運営

み
な
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
９
月
に
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
山
本
町

長
と
12
名
の
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
私
は
各
議
員
か
ら
の
推

挙
に
よ
り
議
長
に
再
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

公
平
公
正
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
地
方
議
会
が
果
た
す
役
割
が
よ
り
重
要
で
多
様
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
山
本
町
長
が
新
し
く
考
え
る
町
づ

く
り
を
我
々
議
会
も
し
っ
か
り
理
解
し
、
議
論
を
重
ね
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

執
行
機
関
と
議
決
機
関
は
良
い
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
も
、
互

い
に
研
鑽
し
協
力
し
合
い
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
町
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ま
の
負
託

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
議
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

このたび、引き続き副議長という重責をお引き受けすることに
なり、身の引き締まる思いです。みなさまのご期待にお応えすべ
く、また議会が地域のみなさまに信頼される場であり続けるため
に、精一杯務めを果たしてまいりたいと思います。

さて、今後のみなべ町の状況を考えた場合には、防災対策の充実、
人口減少や少子高齢化、梅産業の縮小、インフラ設備の維持、地域
コミュニティの衰退など様々な課題の発生が想定されます。そうし
た課題に向けて議会運営を通して、みなさまとともに地域の発展や
安全で安心できる町づくりのために尽力してまいります。

至らぬ点も多々あるかと存じますが、どうかご指導ご鞭撻のほ
ど、お願い申し上げます。結びに、みなさまのご健勝とご発展を
お祈りし、私の挨拶とさせていただきます。

安全で安心できる町づくりのためにつくします！

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
町
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
！ 原

は ら

田
だ

 覚
さとる

 議長

出
で

口
ぐ ち

 晴
は る

夫
お

 副議長

●各種組合等の議員・監査委員
●和歌山県後期高齢者医療広域連合 ●田辺周辺広域市町村圏組合

原田 覚 原田 覚　出口 晴夫
●紀南環境広域施設組合 ●田辺市周辺衛生施設組合

原田 覚　出口 晴夫 宮﨑 繁幸　棒引 清　永井 幸喜
●公立紀南病院組合 ●御坊日高老人福祉施設事務組合

原田 覚　出口 晴夫 玉井 伸幸
●日高広域消防事務組合 ●監査委員

丸山 幸雄 真造 賢二

新メンバー12名で スタート！

みなべ町議会だより P2



議会運営

●産業建設常任委員会
ゴミや環境・農林漁業・観光・都市計画・
道路橋梁河川・災害・上下水道など

委 員 長　宮﨑 繁幸
副委員長　棒引 清
委　　員　﨑山 晃市　真造 賢二
　　　　　永井 幸喜　原田 覚

●総務文教常任委員会
町財政・町有財産・消防防災・社会福祉・
健康保険・教育関係など

委 員 長　玉井 伸幸
副委員長　丸山 幸雄
委　　員　川口 輝樹　松下 恭子
　　　　　細川 安弘　出口 晴夫

●議会運営委員会
議会運営に関すること

委 員 長　玉井 伸幸
副委員長　棒引 清
委　　員　丸山 幸雄　宮﨑 繁幸
　　　　　松下 恭子　真造 賢二

●議会広報特別委員会
議会だよりの編集、発行

委 員 長　細川 安弘
副委員長　棒引 清
委　　員　川口 輝樹　松下 恭子
　　　　　﨑山 晃市　玉井 伸幸
　　　　　出口 晴夫

各委員会の構成と所管

議員の紹介（議席順）

鳥と虫、両目線でみなさん
の切実な思いを町行政に届
けます。

玉た
ま

井い　

伸の
ぶ

幸ゆ
き

スポーツを通じての地域の
活性化を図り、災害に強い
町をめざしたい。

宮み
や

﨑ざ
き　

繁し
げ

幸ゆ
き

あがらであがらの町を創り
ましょう「みなべの みらい
を みんなで」

真し
ん

造ぞ
う　

賢け
ん

二じ

防災力･減災力の強化！
みなべ町の安心安全を高め
るため取り組みます。

川か
わ

口ぐ
ち　

輝て
る

樹き

みなさまの思いに寄り添い
ながら、住みよい町づくり
に努めます。

細ほ
そ

川か
わ　

安や
す

弘ひ
ろ

女性目線で町づくりのお役
に立てればとがんばりま
す！

松ま
つ

下し
た　

恭き
ょ
う

子こ

みなさまの声を行政に届け、
住みやすい町づくりをめざし
ます。

棒ぼ
う

引ひ
き　

清き
よ
し

人の話を聞き、よく話し合
い、よく考えて活動してい
きます。

永な
が

井い　

幸こ
う

喜き

未来のみなべ町のために行
動力をもって精一杯がんば
ります。

﨑さ
き

山や
ま　

晃こ
う

市い
ち

できること、できないこと
がありますが、全力をつく
します。

丸ま
る

山や
ま　

幸ゆ
き

雄お

みなべ町議会だよりP3



10月臨時会のあらまし

補正予算のピックアップ

補 正 予 算10 月臨時会 一般会計
項　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 1,775万円

衆議院議員総選挙委託金	  1,255万円
高城高齢者センター空調設備修繕工事請負費	 140万円
老人憩いの家「二子の里」空調設備修繕工事請負費	 72万円
光ファイバー網支障移転工事請負費	 150万円

94億4,139万円

衆議院議員総選挙委託金
第50回衆議院議員総選挙に要した費用です。

高城高齢者センター空調修繕費
空調設備が設置されて20年以上が経過し、今回の故障で修繕不可能になったため、設備を更新します。

光ファイバー工事費
町有ケーブルは、NTTや関西電力の電柱を利用しています。この電柱の移設にともなって、町有ケー
ブルを移設するための費用を増額します。

町
長
決
意
を
語
る
！

「
魅
力
あ
る
み
な
べ
町
を
次
世
代
に
」

こ
の
度
、
町
長
に
就
任

し
ま
し
た
山
本
秀
平
で
す
。

「
魅
力
あ
る
み
な
べ
町

を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
た

い
」
一
心
で
３
本
の
柱
を

中
心
に
町
政
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

一
つ
め
は
「
全
世
代
が

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
」

で
す
。
防
災
や
医
療
、
子

育
て
世
代
へ
の
経
済
的
負

担
軽
減
に
力
を
入
れ
ま
す
。

二
つ
め
は
経
済
活
性
化

で
す
。
梅
産
業
を
守
り
、

町
全
体
の
経
済
が
循
環
す

る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
に
着
手

し
ま
す
。

三
つ
め
は
行
政
改
革
で
す
。

役
場
の
体
制
を
見
直
し
、
み
な

べ
町
の
職
員
が
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
を
作
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
は
、

「
退
却
戦
」
の
意
識
が
必
要
で

す
。
従
来
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
な
い
こ
と
も
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す

べ
て
は
「
魅
力
あ
る
み
な
べ
町

を
次
世
代
に
」
と
い
う
信
念
に

沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
希
望

を
与
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
信
念
を
持
っ
て
行

政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

山本町長

みなべ町議会だより P4



12月定例会のあらまし

注目予算のピックアップ

補 正 予 算12 月定例会 一般会計等
項　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 1億9,205万円

人件費関係　	 3,960万円
（今回の給与条例改正分は、3,360万円）

庁舎照明LED化改修工事設計委託料	 330万円
経営継承応援資金	 200万円
紀州備長炭振興館改修工事費	 3,621万円
上南部中学校仮設管理棟撤去工事費	 1,110万円
学校クラブ奨励金	 45万円
給食用調理機器修繕費	 243万円
給食賄材料費	 204万円
東神野川・木の川線災害復旧工事費	 510万円

96億3,344万円

後期高齢者医療特別会計 1,133万円 療養給付費負担金	 1,022万円 3億6,336万円

水道事業会計 1,192万円 配水管・配水設備等修繕費	 1,100万円 3億1,910万円

給食用調理機器修繕費　
243万円

給食センター内の調理機器が経年劣化により
調理作業に影響が出ないように、今回、炊飯器
などの修繕費用が計上されました。

給食賄材料費　　　204万円
米の価格高騰により賄材料費が不足すること

から予算計上されました。

経営継承応援資金
200万円

町内の農業の担い手を幅広く確保するために、
国の支援策を受けていない新規就農者に対して、
一人当たり50万円を交付します。経営開始年齢
が60歳以下であることや、年150日かつ1,200時
間以上農業従事している認定新規就農者である
ことが条件となります。

今回は、申請のあった４名分の応援資金が計
上されました。

紀州備長炭振興館改修工事費
3,621万円

平成３年にオープンして以来、みなべ町の誇り
である紀州備長炭に関する資料や伝統技術の伝承、
炭焼きへの理解を深める施設として活用されてい
ます。

今回は、築30年以上が経過し、展示室や販売エ
リア・エントランス・トイレ等を時代に合わせて
本格的に改修するための、工事監理業務委託料・
工事費が計上されました。

1P
IC
K 

UP

3P
IC
K 

UP

2P
IC
K 

UP

紀州備長炭振興館
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12月定例会のあらまし

今後の活用に期待！

高城中学校の今後は？

ゆめはぐ館(子育て交流施設)の管理･運営について

令和 7 年 4 月より高城中学校が上南部中学校に
統合されます。これにともない旧高城中学校を「旧
学校施設」と位置づけ、その利用について条例に
定めることとなりました。

条例では、「当分の間、町民の生涯学習の推進及
び健康保持の増進、その他の活動の場としての使
用に供する」としています。

これまでも、長年にわたって住民が同中学校の
グラウンドや体育館でさまざまな活動を行ってき

ましたが、今回の条例化によって何ら変わるところはありません。
なお、校舎については今後の扱いが定まっていないため、しばらくのあいだ開放を見合わせます。

指定管理者制度とは

これは、公の施設をノウハウのある
民間事業者等に管理してもらう制度で
す。これにより住民ニーズに応じたサ
ービスの向上や行政コストの縮減が期
待されます。
ちなみに以下の施設もこの制度のも
と運営されています。
・国民宿舎紀州路みなべ……… 開発公社
・紀州備長炭振興館……………  森林組合
・鶴の湯温泉……………………… 朝日楼
・ゆうゆう館…………… 社会福祉協議会

旧南部幼稚園の閉園にともなって、令和 5
年 1 月 10 日新たにオープンしたゆめはぐ館。
乳幼児連れのお母さんをはじめ小学校低学年
の遊び場として、町内はもとより周辺市町含
め多くの方々に親しまれています。

この施設の管理・運営を行ってきたのが梅の里スポ
ーツクラブです。同クラブは「指定管理者」として議
会の承認のもとに携わってきました。このたび、同ク
ラブに次の 3 年間引き続いてお世話をいただくことが
決まりました。期間は令和 7 年 4 月 1 日から 10 年 3
月 31 日までです。

これまでどおり
町民が施設を
使用できます

みなべ町議会だより P6



総
務
課

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

Q
職
員
の
給
与
ア
ッ
プ
に
伴

う
み
な
べ
町
の
財
政
に
与
え
る

影
響
お
よ
び
財
源
に
つ
い
て
の

説
明
を
。

A
本
年
度
、
給
与
で
約
２
，

０
９
０
万
円
、
期
末
勤
勉
手
当

で
１
，
２
７
０
万
円
、
合
計
３
，

３
６
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

す
。
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
国

か
ら
普
通
交
付
税
が
追
加
さ
れ

ま
す
。

教
育
学
習
課

町
立
小
中
学
校
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正

Q
今
回
の
条
例
で
高
城
中

学
校
が
管
理
条
例
か
ら
外
れ
る

形
に
な
る
と
思
う
が
、
修
理
等

が
発
生
し
た
場
合
の
予
算
措
置

は
。

A
今
後
、
当
初
予
算
に
計
上

し
、
当
分
の
あ
い
だ
旧
学
校
施

設
と
し
て
教
育
委
員
会
で
管
理

し
て
い
き
ま
す
。

旧
学
校
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

Q
運
動
場
と
屋
内
運
動
場

の
使
用
金
額
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
教
室
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。A

運
動
場
や
屋
内
運
動
場

は
、
今
後
も
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
使
用
料
を
設
定
し
ま

し
た
。

校
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
す
る
希
望

が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
旧
清
川
中
学
校
は
総
務
課

の
管
轄
で
あ
る
が
、高
城
中
学

校
は
教
育
委
員
会
の
管
轄
と

な
っ
て
い
る
。一
本
化
す
る
考
え
は
。

A
今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。一

般
会
計
補
正
予
算

総
務
課

庁
舎
照
明
器
具
改
修
工
事
設
計

委
託
料　
　

（
３
３
０
万
円
）

Q
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
全
庁
を
あ

げ
て
の
計
画
で
進
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
い
つ
ご
ろ
ま
で

に
完
了
さ
せ
る
予
定
な
の
か
。

A
今
回
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
及
び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
も

同
様
の
委
託
料
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

法
に
も
と
づ
い
て
平
成
25
年
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
基

準
に
、
令
和
７
年
か
ら
令
和
12

年
度
の
期
間
を
実
行
計
画
期
間

と
し
て
い
ま
す
。

蛍
光
灯
の
製
造
が
令
和
９
年

に
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

り
、
公
共
施
設
は
計
画
的
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま
す
。

政
策
推
進
課

地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持
対
策

補
助
金　
　
　
　

（
４２
万
円
）

Q
龍
神
線
の
補
助
金
が
年

間
３
７
６
万
円
。
ほ
ぼ
誰
も
乗

る
こ
と
の
な
い
虎
ケ
峰
の
バ
ス

停
を
廃
止
す
る
こ
と
で
補
助
金

が
減
額
で
き
な
い
の
か
。

A
バ
ス
停
を
廃
止
し
た
と

し
て
も
、
そ
こ
を
走
っ
て
い
る

以
上
、
距
離
按
分
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
多
少
田
辺
市
と

の
話
合
い
の
余
地
も
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

産
業
課

経
営
継
承
応
援
資
金
４
名
分

（
２
０
０
万
円
）

Q
応
援
資
金
は
、
親
子
以

外
の
第
三
者
が
継
承
す
る
場
合

も
対
象
に
な
る
か
。

A
親
子
以
外
で
も
対
象
に

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
「
認

定
新
規
就
農
者
」に
限
り
ま
す
。

既
に
経
営
開
始
さ
れ
て
い
る
方

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

（
関
連
記
事
Ｐ
５
参
照
）

Q
４
名
で
は
少
な
い
と
感

じ
る
が
。

A
特
に
県
の
制
約
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
今
年
度
、
こ
の
制

度
が
で
き
て
、
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た
と
こ

ろ
、
応
募
が
あ
っ
た
方
の
４
名

分
と
し
ま
し
た
。

Q
こ
れ
に
関
す
る
広
報
や

周
知
が
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。A

８
月
の
広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
農
業
支
援
策
と
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
見
ら
れ

て
い
な
い
方
も
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
今
後
、
広
報
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

条
例
改
正

令和６年12月定例会

高城中学校体育館

龍神線虎ケ峰のバス停

みなべ町議会だよりP7



行政改革

質問 「人材育成基本方針」策定と職員の
副職制度の創設を

答弁 みなべ町にふさわしい育成方針、
副職制度を策定したい

行
政
改
革
の
基
本
は
︑

人
づ
く
り・
組
織
作
り

質
問町

長
は
所
信
表
明
で
、
行

政
改
革
の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。
そ
の
基
本
は
、
や

は
り
「
人
づ
く
り
」
「
組
織

づ
く
り
」
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。ま

ず
は
、
み
な
べ
町
に
、

ふ
さ
わ
し
い
「
人
材
育
成
基

本
方
針
」
の
策
定
を
お
願
い

し
た
い
。

次
の
提
案
は
、
公
務
員
の

方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、

み
な
べ
町
の
未
来
を
見
据
え
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
み
な

べ
町
に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
方

針
を
策
定
し
た
い
。

副
職
・
副
業
制
度
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
も
労
働
力

不
足
解
消
や
地
域
貢
献
を
目

的
に
す
る
の
で
は
な
く
、
時

代
に
応
じ
て
柔
軟
性
を
持
っ

て
対
応
で
き
る
も
の
に
し
た

い
。特

に
、
副
業
は
職
員
の
希

望
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が

大
前
提
と
な
る
の
で
、
ど
れ

ぐ
ら
い
希
望
者
が
い
る
の
か
、

ま
た
、
ど
う
い
う
分
野
で
副

業
を
行
い
た
い
の
か
、
一
度
、

職
員
の
意
見
も
聞
い
て
、
副

業
規
定
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

女
性
管
理
職
の
育
成
に

具
体
的
な
数
値
目
標
を

再
質
問

現
状
、
女
性
管
理
職
が
少

な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
人

「
働
き
方
改
革
」
と
「
業
務
の

規
制
緩
和
」
が
叫
ば
れ
る
中

で
、
町
職
員
の
「
副
職
・
副
業

制
度
」
の
創
設
で
す
。
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
長人

材
育
成
基
本
方
針
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
な
部
分
は
、

国
の
指
針
に
沿
い
、
み
な
べ

町
の
人
材
育
成
・
確
保
に
向

け
て
、
全
職
員
が
目
指
す
べ

き
職
員
像
や
職
場
環
境
の
整

備
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
確
保
の

材
育
成
の
目
標
に
は
、
女
性

管
理
職
の
数
値
目
標
が
必
要

で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
評
価
制
度

の
導
入
も
視
野
に
組
織
に
新

し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

町
長女

性
の
視
点
と
い
う
の
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
女
性
管
理
職
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
評
価
制
度
に
つ
い

て
は
、
町
の
た
め
に
が
ん
ば

れ
ば
評
価
さ
れ
る
制
度
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲みなべ町の組織づくりに、新しい風を

▲副業制度でミカン収穫に励む
　有田市職員（朝日新聞に掲載）

出
で

口
ぐ ち

晴
は る

夫
お

 議員

一般質問

みなべ町議会だより P8



質
問　老

朽
化
と
津
波
浸
水
地
域

に
位
置
す
る
老
人
福
祉
施
設

「
二
子
の
里
」
の
移
転
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
い
。
前
町

長
の
答
弁
か
ら
、
今
任
期
中

に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
移
転
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
か
ら
、
そ
の
後
の
報
告
が

な
い
が
、
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
か
質
問
し
た
い
。

時
点
で
の
「
二
子
の
里
」
施

設
の
単
独
移
転
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

再
質
問

こ
の
施
設
は
温
泉
設
備
が

あ
り
利
用
者
に
と
っ
て
リ
ハ

ビ
リ
に
も
つ
な
が
り
、
堺
地

区
や
埴
田
地
区
の
重
要
な
避

難
所
と
考
え
る
。　
　

町
長
の
答
弁
の
よ
う
に
移

転
場
所
の
選
定
や
、
用
地
問

題
を
考
え
た
時
、
今
回
の
単

独
移
転
は
難
し
い
と
聞
い
た

が
最
終
的
な
判
断
と
し
て
、

施
設
利
用
者
や
、
高
齢
者
の

方
々
に
理
解
で
き
る
よ
う
、

町
長
に
答
弁
を
い
た
だ
き
た

い
。こ

の
憩
い
の
場
で
あ
る

「
二
子
の
里
」
移
転
が
困
難

と
い
う
答
弁
は
い
た
だ
い
た

が
、
老
朽
化
の
憂
き
目
に
あ

る
こ
の
施
設
は
半
永
久
的
に

こ
の
場
に
置
く
の
か
。
そ
れ

と
も
維
持
が
困
難
と
判
断
さ

れ
た
時
、
「
二
子
の
里
」
の

取
り
壊
し
や
閉
鎖
も
あ
り
得

町
長今

ま
で
に
計
６
回
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
堺
地

区
の
避
難
場
所
と
し
て
も
利

用
で
き
る
温
泉
施
設
等
を
考

え
、
建
物
や
駐
車
場
の
規
模
、

移
転
場
所
の
選
定
等
の
検
討

事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
町
管

理
の
公
共
施
設
全
体
を
長
期

的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
判
断
と
な
り
、
現

る
の
か
。
住
民
の
方
が
納
得

さ
れ
る
よ
う
説
明
を
い
た
だ

き
た
い
。

町
長憩

い
の
場
と
し
て
の
必
要

性
は
考
え
て
い
ま
す
。
施
設

維
持
の
予
算
も
８
０
０
万
円

程
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
の

施
設
利
用
者
の
状
況
や
、
そ

の
経
費
が
妥
当
で
あ
る
か
。

そ
の
点
も
含
め
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
し
て
の
最
終
的
な

判
断
は
今
、
現
状
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
高

台
の
宅
地
整
備
等
を
考
え
た

時
に
、
費
用
も
含
め
総
合
的

な
判
断
で
考
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質問 老人憩いの家「二子の里」の移転について
答弁 長期的なビジョンの中で考えていきたい

健康長寿課 宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

一般質問

▲年々老朽化が進む老人福祉施設「二子の里」。
利用者からは、安全な場所への早期移転に期待を寄せる意見が多い。
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Q
ま
ち
な
か
沿
岸
部
に

避
難
タ
ワ
ー
の
新
設
を

A
町
が
率
先
し
て
早
期

に
着
手
し
た
い

質
問　

①
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
新
設

に
前
町
長
は
極
め
て
前
向
き

だ
っ
た
。
新
町
長
に
も
同
様

に
期
待
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

②
タ
ワ
ー
の
建
設
に
は
自
主

防
災
会
で
場
所
を
選
定
す
る

と
の
こ
と
。
本
来
は
ど
こ
が

最
も
危
険
か
と
い
う
視
点
で
、

町
自
ら
が
そ
の
責
任
の
も
と

に
場
所
を
決
め
る
べ
き
で
は
。

町
長

①
津
波
へ
の
不
安
の
声
を
ほ

ん
と
う
に
多
く
聞
き
ま
し
た
。

避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
に
早
期

に
着
手
し
ま
す
。

②
建
設
場
所
は
、
町
が
中
心

と
な
り
率
先
し
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q
医
王
寺
に
避
難
場
所

と
し
て
の
整
備
は

A
備
蓄
倉
庫
と
ト
イ
レ

を
備
え
た
い

質
問　医

王
寺
で
の
避
難
場
所
整

備
は
、①
地
元
は
も
と
よ
り

小
中
学
生
の
避
難
先
と
し

て
、②
小
山
田
避
難
場
所
の

補
完
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。ま

た
、倉
庫
や
ト
イ
レ
は
避
難
先

か
ら
近
い
場
所
に
備
え
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、町
長
の
見
解
は
。

町
長小

山
田
で
は
不
十
分
な
点

も
あ
り
、医
王
寺
で
も
備
蓄

倉
庫
と
ト
イ
レ
の
整
備
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら

は
、広
場
か
ら
2
0
0ｍ
ほ
ど

離
れ
た
新
避
難
道
に
面
し
た

と
こ
ろ
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q住
宅
耐
震
化

の
促
進
を

A工
事
費
補
助
金

を
倍
増
し
た
い

質
問　能

登
地
震
で
は

住
宅
倒
壊
に
よ
る

死
者
の
多
さ
か
ら

耐
震
化
の
重
要

性
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
町

内
の
改
修
が

進
ま
な
い
現

状
打
開
の
た

め
、
①
耐
震

化
工
事
へ
の

補
助
金
を
Ｕ

Ｐ
、
②
低
コ

ス
ト
工
法
の

周
知
・
普
及

が
必
要
で
は
。

町
長
の
考
え

は
。

町
長

①
耐
震
改
修
の
設
計
費
補
助

金
を
30
万
円
ほ
ど
ま
で
増
額

し
、
加
え
て
工
事
費
で
町
が

33
万
3
千
円
を
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
２
倍
に
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

②
町
内
で
は
低
コ
ス
ト
工
法

に
つ
い
て
一
定
認
知
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
県
と

と
も
に
業
者
さ
ん
を
対
象
に

講
習
会
の
開
催
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

防 災

質問 防災対策、新町長体制下での方針は
答弁 それぞれ早期に着手します

一般質問

玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

国
500,000

県
333,000

町
333,000

倍増へ
333,000

1,166,000円

1,499,000円

耐震工事補助金内訳
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質問 公約「ふるさと納税額を10倍に」実現
に向けての具体施策を問う

答弁 具体策は返礼品の拡大とPR

ふるさと納税

質
問　町

長
は
選
挙
公
約
で
「
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付
額
を
１０

倍
」
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
約
の
実
現
を
町
民
の

み
な
さ
ま
も
事
業
者
さ
ん
も

期
待
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
以
下
の
３
点
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

①
１０
倍
の
根
拠
は

②
何
年
で
達
成
す
る
の
か

③
そ
の
具
体
策
は

町
長

①
意
思
を
明
確
に
表
明
し
た

く
１０
倍
と
い
う
数
字
を
掲
げ

ま
し
た
。
他
市
町
の
状
況
、

町
の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
十

分
に
実
現
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
４
年
を
目
標
に
考
え
て
い

ま
す
。

③
具
体
策
は
大
き
く
２
つ
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
返
礼
品
の
拡
大

で
す
。
現
在
、
返
礼
品
の
９

割
が
梅
製
品
で
す
。
ま
た
、

「
共
通
返
礼
品
」
に
は
他
の

自
治
体
の
特
産
品
を
採
用
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
梅

以
外
の
返
礼
品
の
開
発
や
、

共
通
返
礼
品
の
発
掘
を
専
門

業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
で
す
。こ
れ
ま
で
町
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
広
告
や
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
県
内
２４
の
自
治
体
が

広
告
を
行
って
い
る
状
況
も
あ

り
、町
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。今
月
は
、試
験

的
に
Ｒ
Ｐ
Ｐ
広
告（
検
索
連
動

型
広
告
）を
行
う
予
定
で
す
。

再
質
問

専
門
家
へ
の
委
託
は
国
の

「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

（
※
）
」
を
活
用
し
て
は
。

ま
た
、
事
業
者
さ
ん
と
の

協
議
の
場
「
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
協
議
会
」
が
必
要
で
は
。

町
長民

間
の
意
見
や
力
は
大
切

で
す
。
地
域
活
性
化
起
業
人

の
採
用
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

協
議
会
は
他
市
町
村
の
成

功
事
例
を
研
究
し
、
必
要
性

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

再
々
質
問

町
長
の
肝
い
り
施
策
を
寄

付
コ
ー
ス
に
し
て
は
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

積
極
的
な
推
進
を
。

町
長寄

付
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
見

直
し
の
必
要
性
は
感
じ
て
お

り
、
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

正
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
先
進
事
例

を
研
究
し
積
極
的
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

一般質問

※地域活性化起業人制度とは、
企業の社員を地方自治体に一定
期間派遣し、社員の専門的なノ
ウハウや知見を活かしながら即
戦力として業務に従事すること
で、地域活性化を図る取組です。
国が給与等の経費として最大
560万円を支援。

みなべ町議会だよりP11



防災 川
かわ

口
ぐち

輝
てる

樹
き

 議員

現
在
︑懸
念
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
近
年
ひ

ん
ぱ
つ
す
る
線
状
降
水
帯

に
よ
る
豪
雨
災
害
を
踏
ま

え
︑み
な
べ
町
の
防
災
・
減

災
対
策
に
つ
い
て
︑町
民
の

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
重
要
と
思
わ
れ

る
課
題
に
つ
い
て

質
問　現

在
、防
災
対
策
を
総
務

課
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、災
害

リ
ス
ク
が
増
大
す
る
中
、防

災
専
門
の
組
織
と
し
て
防
災

課
を
新
設
し
専
任
の
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
で
専
門
性
を

高
め
る
。そ
う
い
っ
た
案
に
つ

い
て
、町
長
の
お
考
え
は
。

町
長専

任
の
職
員
の
配
置
に
つ

き
ま
し
て
、現
在
の
消
防
防

災
室
の
体
制
は
、室
長
、ソ
フ

ト
事
業
で
１
名
、ハ
ー
ド
事
業

で
１
名
、消
防
団
担
当
１
名
で

４
名
体
制
を
組
ん
で
お
り
ま

す
。こ
の
消
防
防
災
室
を
防

災
課
に
す
る
こ
と
ま
で
は
、現

再
々
質
問

今
回
の
い
く
つ
か
の
提
案

は
次
年
度
に
反
映
は
さ
れ
る

の
か
。

町
長必

要
な
と
こ
ろ
に
関
し
ま

し
て
は
、し
っ
か
り
と
反
映

す
べ
き
と
こ
ろ
は
、や
は
り
ス

時
点
で
は
考
え
て
は
お
り
ま

せ
ん
が
、防
災
力
を
強
化
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
た
め
に
も
、人
員
の
充
実
は
、

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

再
質
問

現
状
体
制
で
運
用
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
が
、
退
職

自
衛
官
を
活
用
す
る
「
地
域

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
、
防

災
の
専
門
官
と
し
て
雇
用

し
、
地
方
自
治
体
職
員
と
し

て
運
用
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
人
件
費
に
つ
い
て
も

特
別
交
付
税
で
、
一
人
に
対

し
て
、
そ
の
５０
％
、
上
限
は

３
４
０
万
円
、
そ
の
よ
う
な

制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、非
常
に

心
強
い
、取
り
組
み
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。一
度
、こ
の
専

門
官
に
関
し
ま
し
て
は
、調
べ

て
み
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、取
り
組

む
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、次
年
度
の
予
算
に
対
し

ま
し
て
も
、担
当
の
防
災
室
と

し
っ
か
り
と
議
論
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。

一般質問

質問 防災力及び減災力の強化について
答弁 反映すべきところは、スピード感を持っ

て取り組む

防衛省自衛隊ホームページより
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くらし 松
まつ

下
した

恭
きょう

子
こ

 議員

質
問　町

長
が
所
信
表
明
で
述
べ

ら
れ
た
「
み
な
べ
に
住
み
た

い
け
ど
住
む
所
が
な
い
」
と

い
う
方
に
ど
の
よ
う
な
場
所

を
ど
ん
な
財
源
を
使
っ
て
、

ど
の
く
ら
い
の
世
帯
で
居
住

地
確
保
を
し
て
い
く
の
か
問

い
た
い
で
す
。
ま
た
、
そ
の

場
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
も

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長短

期
的
に
見
て
売
却
可
能

な
町
有
地
と
空
き
家
を
有

効
活
用
し
た
い
で
す
。
長

期
的
に
は
土
砂
災
害
区
域

に
か
か
ら
な
い
場
所
を
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
公
共
施
設

建
設
等
も
含
め
て
国
の
補

助
を
い
た
だ
き
な
が
ら
高

台
居
住
地
を
す
す
め
て
い

き
た
い
で
す
が
、
今
は
世

帯
数
の
具
体
的
な
数
字
は

言
え
ま
せ
ん
。
持
続
可
能

な
み
な
べ
町
の
た
め
に
施

策
を
考
え
た
い
で
す
。

再
質
問

空
き
家
活
用
の
場
合
、
密

集
地
が
多
く
避
難
道
確
保
も

必
要
で
は
、
ま
た
避
難
場
所

に
近
い
空
き
家
の
提
供
を
。

町
長避

難
道
整
備
は
今
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
を
考

慮
し
避
難
場
所
に
近
い
と
こ

ろ
か
ら
空
き
家
の
提
供
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

質
問巨

額
の
維
持
費
に
見
合
っ

た
う
め
振
興
館
の
再
開
発
が

必
要
で
は
。
子
ど
も
が
楽
し

め
な
い
、
展
示
物
が
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
、
食
事
提
供

が
な
い
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。
振
興
館
単

独
で
な
く
、
み
な
べ
に
来
て

も
ら
う
仕
掛
け
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長展

示
に
つ
い
て
は
全
国
で

も
珍
し
い
展
示
図
録
作
成
の

資
料
館
で
あ
る
た
め
、
大
き

く
は
変
え
れ
な
い
が
可
能
な

限
り
最
新
の
展
示
に
し
て
い

ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
協

質
問
：
う
め
振
興
館
再
開
発
に
つ
い
て

答
弁
：
協
力
業
者
が
い
れ
ば
応
援
す
る

一般質問

質問 みなべ町居住地確保の場所と安全性は
答弁 売却可能な町有地や空き家を活用したい

力
し
て
く
れ
る
業
者
が
い
れ

ば
行
政
と
し
て
応
援
し
た
い

で
す
。
観
光
協
会
ご
理
解
の

も
と
、
「
う
め
ル
カ
ム
T
O

み
な
べ
町
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
み
な
べ
町
に
来
て
も
ら
え

る
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
す
。

住居

安全な
場所

安心なくらし

みなべ町議会だよりP13
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議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

３
月
議
会

３
月
５
日（
水
）午
前
９
時
～

次
回
の
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

UME －１フェスタの起こりは、2015 年 10 月の「南高
梅名称登録 50 周年記念式典」にさかのぼります。式典を
機会に若者の梅ばなれ対策として梅に興味を持ってもらえ
るようなイベントとして企画されました。

第 1 回は、2016 年 2 月に開かれ、高校生が考案したオリ
ジナルの梅料理のコンテスト「グルメ甲子園」を催し、大成功をおさめました。そのため町民か
ら継続の声が寄せられ、その後恒例化し、今年で９回目を迎えます。

以来、「グルメ甲子園」への応募は、県内だけでなく近畿圏周辺に及び、のべ 119 校、306 チ
ームを数えます。

今回は、15 校、36 チームの応募があり、厳正な審査の結果、県内 5 チーム、県外 5 チームの
出場が決定しました。

当日は、みなべ町保健福祉センター駐車場をメイン会場に、各種イベントや地域物産展が開催されます。

テーマ　「高校生が考えるうめぇ（梅）料理」
《３つの目的》

１）高校生が商品の開発・仕入・製造（調理）・販売を経験することで、
商品が売れた時の喜び、様々な人と関わることの楽しさを学ぶ。

２）みなべ町で行っている様々な地域活性化の取り組みを見てもらう
ことで、一人一人が地域活性化の担い手であることを認識しても
らい、それぞれの地域での取り組みに活かしてもらう。

３）梅干しという伝統的な食材を用いて若者向けに調理することで、
和食文化の良さを再確認してもらう。

●ＵＭＥ－１フェスタin梅の里みなべ2025
「第９回グルメ甲子園」２月９日(日)開催

町 内 あ れ こ れ

第７回清川開催

第９回開催チラシ

UME－1history

あ

と

が

き

広
報
委
員
会
も
７
名
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
親
し
み
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
広
報
誌
を
め
ざ
し
て
、
委
員
会
一
同
一
層
の

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
気
軽
に
読
め
る
カ

ラ
ー
版
デ
ジ
タ
ル
広
報
誌
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本
新
町
長
は
所
信
表
明
の
中
で
「
安
心
安
全
な
暮
ら

し
」「
経
済
の
活
性
化
」「
行
政
改
革
」
を
３
本
柱
と
し
て
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
ま
し
た
。

町
当
局
と
議
会
が
い
い
意
味
で
の
緊
張
感
を
保
ち
、
町

の
発
展
及
び
安
心
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
議
論
を
通
し
て
、
み
な
べ
町
の
現
状
や
展
望
を
町
民

の
み
な
さ
ま
に
伝
え
る
役
目
が
広
報
委
員
会
に
あ
る
と
考

え
ま
す
。

今
後
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

細　

川　

安　

弘


